
関係者ら約 100名が出席し盛大に完成を祝した関係者ら約 100名が出席し盛大に完成を祝した
(13 日、かわかみ源流学園の体育館）(13 日、かわかみ源流学園の体育館）

　

大
淀
町
ま
で
取
材
に
行
っ
た
。
生
ま
れ
故

郷
は
奈
良
県
だ
が
同
町
に
行
く
の
は
数
年
ぶ

り
。
山
あ
い
か
ら
流
れ
る
、
冬
の
凛
と
し
た

空
気
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
た
▼
大
淀
町
の

学
芸
員
は
丁
寧
で
熱
く
、
心
の
こ
も
っ
た
言

葉
で
街
の
魅
力
を
語
っ
た
。
吉
野
郡
で
古
文

書
を
読
め
る
専
門
職
員
は
一
人
で
、
他
の
町

村
へ
調
査
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。
少
な
い
人

数
で
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
職
員
が
助
け
合
い

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
▼
高
取
町
で
情
報
を

集
め
て
い
た
と
き
は
、
事
業
課
と
ま
ち
づ
く

り
課
の
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て

く
れ
た
。
そ
ん
な
高
取
町
に
は
城
下
町
と
し

て
栄
え
た
道
が
あ
る
。
毎
年
、
道
沿
い
の
家

が
雛
人
形
を
飾
る
「
町
家
の
雛
巡
り
」
は
ス

タ
ッ
フ
の
高
齢
化
が
進
み
、
今
年
で
最
後
を

迎
え
る
▼
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
は
「
死

ん
だ
女
よ
り
も
っ
と
哀
れ
な
の
は
忘
れ
ら
れ

た
女
で
す
」（
訳
・
堀
口
大
學
）
と
言
っ
た
。

記
憶
は
世
代
を
超
え
て
人
の
な
か
に
生
き
続

け
る
。
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
機
微
に

触
れ
、想
い
を
繋
ぎ
、伝
え
続
け
た
い
。（
月
）

十
津
川
道
路
２
期
山
岳
Ｔ
詳
細
設
計

十
津
川
道
路
２
期
山
岳
Ｔ
詳
細
設
計

オ
リ
コ
ン
と
パ
シ
コ
ン
で

オ
リ
コ
ン
と
パ
シ
コ
ン
で

奈良国道近
畿
地
方
整
備
局
奈
良

国
道
事
務
所
は
、
十
津
川

道
路
２
期
に
係
る
ト
ン
ネ

ル
詳
細
設
計
の
簡
易
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
１
・

２
号
ト
ン
ネ
ル
他
は
オ
リ

エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
を
評
価
点
９９
・
５
点
で
、

３
号
ト
ン
ネ
ル
他
は
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
を
評
価
点
８８
点
で
特

定
、
業
務
を
委
託
し
た
。

業
務
は
、
国
道
１
６
８

号
十
津
川
道
路
（
２
期
）

事
業
に
お
い
て
山
岳
ト
ン

ネ
ル
（
１
号
・
２
号
）
他

と
（
３
号
）
他
の
詳
細
設

計
を
実
施
す
る
も
の
。
業

務
場
所
は
奈
良
市
（
奈
良

国
道
事
務
所
）。
委
託
期

間
１２
月
２０
日
。

【
十
津
川
道
路
２
期
１
・

２
号
ト
ン
ネ
ル
他
詳
細
設

計
業
務
】

技
術
提
案
書
の
提
出
希

望
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
申
請
期
間
内
に
５１
者

か
ら
業
務
説
明
書
等
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
な
さ
れ
、

１３
者
か
ら
参
加
表
明
書
の

提
出
が
あ
り
、
う
ち
参
加

資
格
を
有
す
る
５
者
を
技

術
提
案
書
の
提
出
者
と
し

て
選
定
し
、
提
出
さ
れ
た

参
加
表
明
書
と
技
術
提
案

書
を
評
価
し
た
結
果
、
オ

中
部
地
方
整
備
局
北
勢

国
道
事
務
所
が
３
月
１
日

開
札
し
た
一
般
競
争
入
札

「
名
阪
国
道
舗
装
修
繕
工

事
」
３
件
は
大
有
建
設
、

川

上

村

地産木材の学び舎完成地産木材の学び舎完成
教育や子育ての拠点施設教育や子育ての拠点施設

大
有
、東
亜
、大
成
が
落
札

大
有
、東
亜
、大
成
が
落
札

名
阪
国
道
舗
装
修
繕
工
事
３
件

名
阪
国
道
舗
装
修
繕
工
事
３
件

中 部 地 整
北 勢 国 道

川
上
村
は
、
令
和
６
年

４
月
開
校
に
向
け
て
整
備

を
進
め
て
い
た
「
川
上
村

立
か
わ
か
み
源
流
学
園
・

や
ま
ぶ
き
保
育
園
・
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
あ
ま
☆
ご

ん
」（
川
上
村
西
河
１
０
５

|
１
）が
こ
の
ほ
ど
完
成
。

去
る
１３
日
に
竣
工
式
典
を

挙
行
し
た
。

式
典
に
は
栗
山
忠
昭
村

長
、
泉
谷
隆
夫
村
議
会
議

長
ら
の
ほ
か
、
工
事
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出

席
し
、
待
望
の
完
成
を
祝

っ
た
。（
２
月
29
日
付
②

③
面
に
関
連
特
集
・
関
連

記
事
は
後
日
掲
載
）

リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
奈
良
事
務
所
（
奈
良

市
大
宮
町
）
の
提
案
が
他

者
に
比
べ
て
総
合
的
に
優

れ
て
お
り
、
適
切
な
提
案

と
認
め
ら
れ
た
た
め
６
６

９
２
万
４
０
０
０
円
込

（
予
定
価
格
と
同
額
）
で

契
約
を
締
結
し
た
。

同
社
以
外
の
提
案
者
は

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
、
エ
イ
ト
日
本
技

術
開
発
、
中
央
復
建
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、
東
京
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、
そ
れ
以
外

の
参
加
表
明
書
提
出
者
は

帝
国
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、建
設
技
術
研
究
所
、

サ
ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
日
本
シ
ビ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
大
日
本
ダ

イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

国
際
航
業
、
八
千
代
エ
ン

ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
。

業
務
内
容
は
①
ト
ン
ネ

ル
設
計
（
一
般
構
造
物
詳

細
設
計
１
式
、
箱
型
函
渠 

終
点
側
１
ヵ
所
、
大
型
ブ

ロ
ッ
ク
積
擁
壁〈
起
点
側
〉

１
ヵ
所
、
ア
ン
カ
ー
付
場

所
打
ち
法
枠
〈
起
点
側
・

終
点
側
〉
２
ヵ
所
）
②
山

岳
ト
ン
ネ
ル
詳
細
設
計

（
Ｌ
３
４
１
４
㍍
）
１
式

③
打
合
せ
等
（
関
係
機
関

打
合
せ
協
議
含
む
）１
式
。

【
十
津
川
道
路
２
期
３

号
ト
ン
ネ
ル
他
詳
細
設
計

業
務
】

技
術
提
案
書
の
提
出
希

望
者
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
申
請
期
間
内
に
５０
者

か
ら
業
務
説
明
書
等
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
な
さ
れ
、

１１
者
か
ら
参
加
表
明
書
の

提
出
が
あ
り
、
う
ち
参
加

資
格
を
有
す
る
５
者
を
技

術
提
案
書
の
提
出
者
と
し

て
選
定
し
、
提
出
さ
れ
た

参
加
表
明
書
と
技
術
提
案

書
を
評
価
し
た
結
果
、
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
大
阪
本
社
（
大
阪
市

北
区
堂
島
浜
）
の
提
案
が

他
者
に
比
べ
て
総
合
的
に

優
れ
て
お
り
、
７
１
０
４

万
９
０
０
０
円
込
（
予
定

価
格
と
同
額
）
で
契
約
を

締
結
し
た
。

同
社
以
外
の
提
案
者
は

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
、

日
本
工
営
、
中
央
復
建
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
。
そ
れ
以
外
の
参
加
表

明
書
提
出
者
は
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建

設
技
術
研
究
所
、
サ
ン
コ

ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
東

京
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
大

日
本
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
。

業
務
内
容
は
①
一
般
構

造
物
詳
細
設
計
１
式
（
大

型
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
〈
終

点
側
〉２
ヵ
所
、ア
ン
カ
ー

付
場
所
打
ち
法
枠
〈
起
点

側
・
終
点
側
〉４
ヵ
所
、地

す
べ
り
安
定
解
析
１
式
）

②
山
岳
ト
ン
ネ
ル
詳
細
設

計（
Ｌ
１
１
８
６
㍍
）１
式

③
打
合
せ
等
（
関
係
機
関

打
合
せ
協
議
含
む
）１
式
。

 

（
吹
上
）

東
亜
道
路
工
業
、
大
成
ロ

テ
ッ
ク
が
落
札
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
名
阪
国

道
管
内
舗
装
修
繕
工
事

（
三
重
県
亀
山
市
太
岡
寺

町
～
奈
良
市
針
町
）
＝
大

有
建
設
が
１
億
６
４
０
０

万
円
（
評
価
値
１
０
０
・

０
０
０
０
）で
落
札
し
た
。

予
定
価
格
１
億
８
０
４
８

万
円
。
他
の
参
加
者
は
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
（
無
効
）、
前

田
道
路
（
無
効
）、
日
本

道
路
、
鹿
島
道
路
、
大
成

ロ
テ
ッ
ク
、ガ
イ
ア
ー
ト
、

佐
藤
渡
辺
、
福
田
道
路
、

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
、
常

盤
工
業
、
地
崎
道
路
。
工

事
概
要
は
舗
装
工
１
式
、

区
画
線
工
１
式
。
工
期
１２

月
２０
日
（
工
事
始
期
５
月

１０
日
ま
で
）。

▼
令
和
５
年
度
名
阪
国

道
西
部
舗
装
修
繕
工
事

（
三
重
県
伊
賀
市
守
田
町

～
奈
良
市
針
町
）
＝
東
亜

道
路
工
業
が
１
億
５
１
５

０
万
円（
評
価
値
１
１
０
・

２
３
１
０
）で
落
札
し
た
。

予
定
価
格
１
億
６
２
８
７

万
円
。
他
の
参
加
者
は
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
（
無
効
）、
前

田
道
路
（
無
効
）、
日
本

道
路
、
鹿
島
道
路
、
大
成

ロ
テ
ッ
ク
、ガ
イ
ア
ー
ト
、

大
有
建
設
、
佐
藤
渡
辺
、

福
田
道
路
（
無
効
）、
北

川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
、
常
盤

工
業
、
地
崎
道
路
。
工
事

概
要
は
前
同
。

▼
令
和
５
年
度
名
阪
国

道
東
部
舗
装
修
繕
工
事

（
三
重
県
亀
山
市
太
岡
寺

町
～
山
添
村
三
ヶ
谷
）
＝

大
成
ロ
テ
ッ
ク
が
１
億
４

８
０
０
万
円
（
予
定
価
格

１
億
６
２
４
３
万
円
）
で

落
札
し
た
。
他
の
参
加
者

は
前
田
道
路
（
無
効
）、

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
、
地

崎
道
路
、
常
盤
工
業
、
日

本
道
路
、
東
亜
道
路
工
業

（
無
効
）、
ガ
イ
ア
ー
ト
、

佐
藤
渡
辺
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

（
無
効
）、
福
田
道
路
、
鹿

島
道
路
。
工
事
概
要
は
前

同
。
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通常運行

奈
良
県
関
連
の
直
轄
事
業
計
画
予
定

奈
良
県
関
連
の
直
轄
事
業
計
画
予
定

近 畿 地 整近
畿
地
方
整
備
局
は
、

令
和
６
年
度
政
府
予
算
案

に
お
け
る
同
局
所
管
直
轄

事
業
の
令
和
６
年
度
事
業

計
画
（
予
定
）
を
と
り
ま

と
め
た
。
河
川
関
係
で
は

大
和
川
で
保
田
地
区
遊
水

地
掘
削
と
窪
田
地
区
樋
門

新
設
、
紀
伊
山
系
の
川
原

樋
川
床
固
工
と
冷
水
山
腹

工
、
道
路
関
係
で
は
大
和

北
道
路（
奈
良
北
～
奈
良
）

で
調
査
設
計
と
改
良
工
、

大
和
北
道
路
で
橋
梁
上
下

部
工
な
ど
の
主
要
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。《
▽
事

業
名
＝
①
６
年
度
事
業
内

容
②
６
年
度
事
業
進
捗
見

込
み
額
》

【
水
管
理
・
国
土
保
全

局
関
係
】

▽
紀
の
川
河
川
改
修
＝

①
二
見
地
区
で
築
堤
等
②

６
０
０
０
万
円
～
４
億
９

０
０
０
万
円
～
。

▽
大
和
川
河
川
改
修
＝

①
保
田
地
区
で
遊
水
地
掘

削（
６
年
度
完
成
予
定
）、

窪
田
地
区
で
樋
門
新
設

（
７
年
度
完
成
予
定
）
等

②
１６
億
円
～
３３
億
円
。

▽
大
和
川
水
系
総
合
水

系
環
境
整
備
事
業
＝
①
自

然
再
生
（
川
西
町
吐
田
地

区
）で
瀬
・
淵
の
再
生
等
、

水
辺
整
備
（
三
郷
町
立
野

南
地
区
）
で
河
川
管
理
用

通
路
等
②
３
０
０
万
円
～

４
０
０
０
万
円
。

▽
木
津
川
水
系
砂
防
事

業
＝
①
大
野
砂
防
堰
堤

（
７
年
度
完
成
予
定
）、
坂

ノ
下
第
３
砂
防
堰
堤
（
７

年
度
完
成
予
定
）、
坂
ノ

大
和
北
道
路
で
改
良
工

大
和
北
道
路
で
改
良
工奈

良
交
通
が
事
業
者
に

奈
良
交
通
が
事
業
者
に

３
月
３
月
１２１２
日
に
変
更
告
示

日
に
変
更
告
示

６
年
度
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
運
行

６
年
度
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
運
行

都
市
計
画
道
路
「
廃
止
」
３
路
線

都
市
計
画
道
路
「
廃
止
」
３
路
線

公 共 交 通
活 性 化 協

県土利用政策室

奈
良
中
心
市
街
地
公
共

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
地
域
デ
ザ
イ
ン
推

進
局
県
土
利
用
政
策
課
は
、

未
着
手
都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
に
よ
り
「
廃
止
」

と
な
る
路
線
に
つ
い
て
、

３
月
１２
日
に
都
市
計
画
道

路
を
変
更
し
て
告
示
し
た
。

県
の
都
市
計
画
道
路
は

３
９
２
路
線
で
延
長
約
８

５
２
㌔
㍍
、
整
備
率
が
約

５３
％
と
全
国
平
均
約
６６
％

よ
り
低
い
水
準
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
（
令
和
２
年
３

下
第
２
砂
防
堰
堤
（
１０
年

度
以
降
完
成
予
定
）、
谷

出
第
７
砂
防
堰
堤
（
１０
年

度
以
降
完
成
予
定
）、
広

瀬
砂
防
堰
堤
（
１０
年
度
以

降
完
成
予
定
）
等
②
３
０

０
０
万
円
～
４
億
１
０
０

０
万
円
。

▽
紀
伊
山
系
砂
防
事
業

＝
①
川
原
樋
川
床
固
工
群

（
７
年
度
完
成
予
定
）、
冷

水
山
腹
工
（
８
年
度
完
成

予
定
）、
北
股
川
渓
流
保

全
工
（
１０
年
度
以
降
完
成

予
定
）、
長
殿
谷
砂
防
堰

堤
群
（
１０
年
度
以
降
完
成

予
定
）、
栗
平
川
砂
防
堰

堤
群
（
１０
年
度
以
降
完
成

予
定
）、
神
納
川
砂
防
堰

堤
群
（
１０
年
度
以
降
完
成

予
定
）
等
②
１９
億
円
～
３４

億
円
。

▽
亀
の
瀬
地
区
地
す
べ

り
対
策
事
業
＝
①
鋼
管
杭

工
（
１０
年
度
以
降
完
成
予

定
）
等
②
５０
万
円
～
５
０

０
万
円
。

【
改
築
事
業
（
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
）】

▽
大
和
北
道
路
（
奈
良

北
～
奈
良
）
＝
①
調
査
設

計
、
改
良
工
②
１
億
円
～

４
億
円
程
度
。

▽
大
和
北
道
路
＝
①
調

査
設
計
、
用
地
取
得
、
移

設
補
償
、
改
良
工
、
橋
梁

下
部
工
②
１７
億
円
～
５１
億

円
程
度
。

▽
大
和
御
所
道
路
＝
①

調
査
設
計
、
移
設
補
償
、

事
業
損
失
補
償
、改
良
工
、

橋
梁
下
部
工
、
橋
梁
上
部

工
、
舗
装
工
②
開
通
必
要

額
５８
億
円
～
６６
億
円
程
度
。

▽
斑
鳩
バ
イ
パ
ス
＝
①

調
査
設
計
、
用
地
取
得
、

移
設
補
償
、
改
良
工
②
１

０
０
０
万
円
～
５
億
円
程

度
。▽

清
滝
生
駒
道
路
＝
①

調
査
設
計
、
用
地
取
得
、

移
設
補
償
、
改
良
工
、
橋

梁
下
部
工
②
１３
億
円
～
１７

億
円
程
度
。

▽
香
芝
柏
原
改
良
＝
①

調
査
設
計
、
用
地
取
得
、

用
地
管
理
工
②
３
０
０
０

万
円
～
１
億
円
程
度
。

▽
大
和
高
田
バ
イ
パ
ス

＝
①
調
査
設
計
、
用
地
取

得
、
用
地
管
理
工
②
１
０

０
０
万
円
～
１
億
円
程
度
。

▽
十
津
川
道
路（
Ⅱ
期
）

＝
①
調
査
設
計
、
用
地
取

得
②
２
０
０
０
万
円
～
１

億
円
程
度
。

▽
五
條
新
宮
道
路
（
風

屋
川
津
・
宇
宮
原
工
区
）

＝
①
調
査
設
計
、
用
地
取

得
、
橋
梁
上
部
工
②
１
０

０
０
万
円
～
４
億
円
程
度
。

▽
長
殿
道
路
＝
①
調
査

設
計
、
用
地
取
得
、
改
良

工
、
橋
梁
上
部
工
②
４
０

０
０
万
円
～
５
億
円
程
度
。

【
改
築
事
業
（
防
災
対

策
等
）】

▽
国
道
２５
号
・
国
道
１

６
９
号
＝
①
名
阪
道
路
、

伯
母
峯
峠
道
路
②
２
０
０

０
万
円
～
３
億
円
程
度
。

【
交
通
安
全
事
業
・
電

線
共
同
溝
事
業
】
５
億
円

～
１４
億
円
程
度
。

▽【
交
通
安
全
事
業（
Ⅰ

種
）】
国
道
２４
号
・
国
道

２５
号
・
国
道
１
６
３
号
等

＝
五
條
本
町
地
区
歩
道
設

置
４
工
区
、
今
国
府
交
差

点
改
良
、
高
山
地
区
歩
道

整
備
等
。

▽【
交
通
安
全
事
業（
Ⅱ

種
）】
国
道
２４
号
・
国
道

２５
号
・
国
道
１
６
３
号
等

＝
道
路
標
識
、
防
護
柵
、

区
画
線
等
。

▽【
電
線
共
同
溝
事
業
】

国
道
２４
号
・
国
道
２５
号
＝

奈
良
バ
イ
パ
ス
電
線
共
同

溝
、小
泉
電
線
共
同
溝
等
。

ま
た
、
奈
良
市
関
連
分

の
６
年
度
事
業
計
画
（
予

定
）
は
、
市
道
登
美
ヶ
丘

中
町
線
鶴
舞
橋
の
橋
梁
修

繕
工
事（
代
行
事
業
）で
、

６
年
度
事
業
進
捗
見
込
み

額
は
１
億
円
程
度
ま
で
。

※
事
業
計
画
は
現
時
点

に
お
け
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
の
変
更
が
あ
り
得
る

―
と
し
て
い
る
。

大
和
川
の
遊
水
地
・
樋
門
な
ど
も

大
和
川
の
遊
水
地
・
樋
門
な
ど
も

交
通
活
性
化
協
議
会
（
会

長
・
仲
川
元
庸
奈
良
市
長
）

は
、
令
和
６
年
度
「
ぐ
る

っ
と
バ
ス
」
運
行
準
備
業

務
・
令
和
６
年
度
「
ぐ
る

っ
と
バ
ス
」
運
行
業
務
の

事
業
者
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査
を
行

っ
て
奈
良
交
通
に
決
め
、

運
行
準
備
業
務
に
つ
い
て

契
約
を
締
結
し
た
。

奈
良
市
内
の
周
遊
環
境

を
高
め
、
多
く
の
人
に
奈

良
観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
近
鉄
奈
良
駅
と

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
奈
良
公

る
。そ

の
施
策
の
一
つ
と
し

て
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
の

運
行
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
回
は
６
年
度
「
ぐ

る
っ
と
バ
ス
」
の
大
宮
通

り
ル
ー
ト
・
奈
良
公
園
ル

ー
ト
・
若
草
山
麓
ル
ー
ト

の
３
系
統
（
図
参
照
）
の

運
行
に
関
す
る
業
務
に
つ

い
て
事
業
者
の
募
集
を
行

っ
た
も
の
。

業
務
は
６
年
度
の
協
議

会
予
算
確
保
を
前
提
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該

予
算
確
保
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
事
業
内
容

を
見
直
す
こ
と
が
あ
る
。

提
案
上
限
額
は
バ
ス
の
運

行
に
係
る
費
用
（
①
＋
②

＋
③
）
か
ら
収
入
の
見
込

額
④
を
控
除
し
た
１
億
２

０
０
９
万
４
０
０
０
円
込

と
す
る
。
①
運
行
準
備
業

務
費
４
４
万
円
込
②
運
行

業
務
費
（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
費

用
を
除
く
）
１
億
１
９
６

５
万
４
０
０
０
円
込
③
ラ

ッ
ピ
ン
グ
費
用
の
み
④
収

入
の
見
込
額
５
４
８
７
万

２
０
０
０
円
込
。

運
行
業
務
は
、
６
年
度

に
「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
を

運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
主

要
な
観
光
地
で
あ
る
平
城

宮
跡
や
奈
良
公
園
周
辺
へ

の
快
適
な
周
遊
環
境
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
公
共

交
通
の
さ
ら
な
る
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
ま
た
、「
ぐ
る
っ

と
バ
ス
」
の
運
行
に
当
た

っ
て
は
安
全
確
保
に
細
心

の
注
意
を
払
い
、
次
の
運

行
業
務
を
行
う
。

委
託
期
間
は
運
行
準
備

業
務
が
契
約
の
翌
日
～
３

月
２７
日
、
運
行
業
務
が
４

月
１
日
～
７
年
３
月
３１

日
。
５
年
度
に
運
行
準
備

業
務
、
６
年
度
に
運
行
業

務
を
実
施
す
る
。
乗
車
運

賃
は
１
乗
車
小
学
生
以
上

１
０
０
円
込
。
ま
た
、
小

学
生
未
満
の
運
賃
は
小
学

生
以
上
の
利
用
者
１
人
に

つ
き
１
人
ま
で
の
運
賃
を

無
賃
と
し
、
１
歳
未
満
の

運
賃
は
人
数
に
関
わ
ら
ず

無
賃
と
す
る
。
な
お
、
奈

良
中
心
市
街
地
内
の
路
線

バ
ス
を
対
象
と
し
て
奈
良

交
通
及
び
エ
ヌ
シ
ー
バ
ス

が
発
行
す
る
企
画
乗
車
券

に
よ
り
無
料
で
利
用
で
き

る
こ
と
と
す
る
。
３
系
統

月
末
現
在
）。
し
か
し
厳

し
い
財
政
的
制
約
等
に
よ

り
、
都
市
計
画
決
定
後
に

未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
都
市
計
画
道
路
が
多

数
存
在
す
る
状
況
に
あ

り
、
都
市
計
画
道
路
区
域

内
の
一
定
の
建
築
物
の
建

築
を
長
期
に
亘
り
制
限
し

て
い
る
状
況
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

自
動
車
交
通
等
の
円
滑
な

処
理
の
観
点
の
み
な
ら

ず
、
良
好
な
都
市
環
境
を

確
保
す
る
機
能
等
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
の
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。「
廃
止
」
と

な
る
の
は
次
の
３
路
線
。

▽
天
理
王
寺
線
＝
延
長

約
４
６
６
０
㍍
標
準
幅
員

２４
㍍（
４
車
線〈
２
車
線
〉）

の
う
ち
天
理
市
杣
ノ
内
町

～
勾
田
町
交
差
点
。
現
道

の
国
道
２５
号
は
２
車
線
が

確
保
さ
れ
必
要
な
機
能
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
廃

止
。▽

秋
野
左
岸
線
＝
下
市

町
の
運
輸
交
通
上
緊
急
施

行
を
要
す
る
路
線
と
し
て

昭
和
２９
年
に
都
市
計
画
決

定
さ
れ
た
幹
線
街
路
（
Ｌ

約
２
８
７
０
㍍
Ｗ
７
㍍
）。

現
道
若
し
く
は
並
走
路
線

が
必
要
な
機
能
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
廃
止
。

▽
丹
治
線
＝
吉
野
三
町

都
市
計
画
区
域
に
お
け
る

交
通
網
体
系
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭

　
　

お
こ
と
わ
り

　

２０
日
が
祝
日
の
た
め
、

本
紙
は
製
作
の
都
合
上
、

２１
日
付
を
休
刊
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

建
設
新
報
社

園
や
平
城
宮
跡
な
ど
主
要

な
観
光
地
を
周
遊
す
る

「
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
の
６

年
度
運
行
事
業
者
を
募
集

す
る
も
の
。
担
当
は
奈
良

県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

道
路
建
設
課
道
路
計
画
係

内
の
同
協
議
会
事
務
局

（
電
話
０
７
４
２
―
２
７

―
８
６
６
７
）。

同
協
議
会
は
、
渋
滞
対

策
と
観
光
振
興
を
目
的
と

し
て
、
主
要
な
観
光
地
で

あ
る
平
城
宮
跡
や
奈
良
公

園
周
辺
へ
の
快
適
な
周
遊

環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
奈

良
観
光
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い

快
適
な
周
遊
環
境
を
提
供

快
適
な
周
遊
環
境
を
提
供

ル
ー
ト
の
運
行
系
統
と
バ

ス
停
留
所
の
位
置
等
は
次

の
通
り
。

▽
大
宮
通
り
ル
ー
ト
＝

運
行
系
統
は
大
仏
殿
前
駐

車
場
を
起
終
点
と
し
、

１６
・
８５
㌔
㍍
の
循
環
系
統

で
バ
ス
停
留
所
１８
ヵ
所
。

な
お
、
春
・
秋
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
の
土
日
祝
日
に
つ

い
て
は
「
春
日
大
社
本

殿
」「
奈
良
春
日
野
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
甍
前
」
バ
ス
停

留
所
を
経
由
せ
ず
、「
大

仏
殿
前
駐
車
場
」
バ
ス
停

留
所
で
折
り
返
し
運
行
す

る
も
の
と
し
、
１４
・
８５
㌔

㍍
の
循
環
系
統
で
バ
ス
停

留
所
は
１５
ヵ
所
。
ま
た
、

運
行
に
用
い
る
車
両
７
台

（
待
機
車
両
１
台
を
含
む
）。

▽
奈
良
公
園
ル
ー
ト
＝

運
行
系
統
は
「
大
仏
殿
前

駐
車
場
」を
起
終
点
と
し
、

６
・
０５
㌔
㍍
の
循
環
系
統

で
バ
ス
停
留
所
８
ヵ
所
。

運
行
に
用
い
る
車
両
３
台
。

▽
若
草
山
麓
ル
ー
ト
＝

運
行
系
統
は
「
大
仏
殿
前

駐
車
場
」を
起
終
点
と
し
、

３
・
７０
㌔
㍍
の
循
環
系
統

で
バ
ス
停
留
所
７
ヵ
所
。

運
行
に
用
い
る
車
両
２
台
。

 

（
吹
上
）

和
５９
年
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
幹
線
街
路
（
Ｌ
約

１
８
８
０
㍍
Ｗ
１２
㍍
）。

現
道
若
し
く
は
並
走
路
線

が
必
要
な
機
能
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
廃
止
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



重点事業重点事業

地域計画措置一覧

R６ R７ R８ R９ R１０

「おおよど遺産ストーリー」の作成
地域遺産の魅力とその価値について多様な視点から研究する参加型のワー
クショップを実施し、ストーリー（物語）を作成する。

町史編纂にかかわる調査・研究の実施と成果の公開
過去の町史編纂事業をふまえ、町史編纂委員会を設置し、『（仮）新・大
淀町史』（令和13年刊行予定）の編纂にむけた調査・研究等の取り組みを
進め、その成果を随時公開する。

地域遺産の保存・活用にかかわる団体の設立
地域遺産の複合的な保存・活用とその寄付金獲得にかかわるネットワーク
構築ができる民間活動団体を設立していく。

地域遺産の災害予防対策
指定等文化財を含む地域遺産の防災・防犯のための対策（防災指導・巡
回・施錠・カメラ設置・獣害対策）をおこない、緊急避難計画等を作成す
る。

「（仮）史跡比曽寺跡保存活用計画」の策定
大淀町で唯一の国史跡・比曽寺跡について、東西塔跡と宝物庫（収蔵展示
施設）の整備を軸とする保存活用計画を策定する。

地域遺産の保存・管理施設の確保と整備計画の策定
既存の公共施設や学校等の空きスペースなどを確保し、収集した地域遺産
を保存・管理する拠点施設（仮称・地域遺産センター）を造っていくた
め、その整備計画を策定する。

行政と地域が連携し、観光施設（道の駅吉野路大淀ｉセンター等）・文化
施設（町文化会館・町立杉本記念文化センター等）・交流施設（各地のコ
ミュニティ施設・古民家等）の環境（ウェブアクセシビリティや展示台・
交流スペース）を整備し、広域観光に資する取り組みや地域遺産の利活用
（展示・解説）をおこなう。

地域遺産コンテンツの制作・配信
地域や学校等と連携し、地域遺産の情報（アーカイブ）から多世代が楽し
めるデジタルコンテンツを制作し、インターネット（町公式ＨＰ・動画
チャンネル・ＳＮＳ等）を利活用し、随時配信しながら町の魅力ＰＲにつ
なげる。

重点事業内容
実
施
主

体
期間

調査・研究事業

人材育成事業

行政
地域
団体

行政
機関

行政
地域

行政
地域
団体

保存・継承事業

行政
地域

行政

拠点整備事業

情報発信事業

文化・観光・交流施設での地域遺産の利活用にかかわる環境整備

行政
地域

行政
団体
期間

大

淀

町

大
淀
町
は
去
る
１
日
、

地
域
遺
産
を
町
総
が
か
り

で
保
存
・
活
用
し
、
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
た

め
、「
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」を
刊
行
し
た
。

同
計
画
は
地
域
住
民
を
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
と
捉

え
、
町
を
担
う
次
世
代
に

遺
産
の
保
存
・
活
用
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

地
域
遺
産
と
は
、
地
域

に
残
る
国
宝
や
重
要
文
化

財
に
登
録
さ
れ
な
い
歴
史

観光施設の環境整備など観光施設の環境整備など
文化財保存活用地域計画を公表文化財保存活用地域計画を公表

一
般
会
計
約
３
１
１
億
円

一
般
会
計
約
３
１
１
億
円

令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

香 芝 市香
芝
市
の
令
和
６
年
度

当
初
予
算
案
は
総
額
５
１

０
億
１
８
０
万
８
０
０
０

円
で
対
前
年
度
比
６
・
１

％
増
。
内
訳
は
一
般
会
計

３
１
１
億
３
０
０
０
万
円

（
１２
・
８
％
増
）、
特
別
会

計
１
４
１
億
２
７
６
０
万

円
（
１
・
２
％
増
）、
水

道
事
業
会
計
２５
億
５
３
４

１
万
円
（
１０
・
７
％
減
）、

下
水
道
事
業
会
計
３１
億
９

０
７
９
万
８
０
０
０
円

（
１２
・
９
％
減
）。
一
般
会

計
の
う
ち
投
資
的
経
費
は

４６
億
７
３
５
２
万
６
０
０

０
円
（
５０
・
５
％
増
）。

建
設
関
係
の
主
な
事
業
は

次
の
通
り（
単
位
千
円
）。

【
未
来
を
創
造
す
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
】

▽
市
立
保
育
所
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
事
業（
２
０
、３
０
０
）

＝
五
位
堂
・
二
上
・
若
葉

保
育
所
の
照
明
設
備
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
。

▽
小
学
校
長
寿
命
化
改

良
・
大
規
模
改
造
・
改
築

事
業（
４
６
９
、１
０
０
）

＝
学
校
施
設
等
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
二
上
小

学
校
の
長
寿
命
化
改
修
工

事
を
実
施
す
る
。

【
誰
も
が
等
し
く
、
生

涯
輝
き
続
け
る
た
め
に
】

▽
北
部
地
域
体
育
館
長

寿
命
化
改
修
事
業
（
１
６

４
、
２
０
０
）
＝
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
北
部
地
域
体
育
館

の
長
寿
命
化
改
修
工
事
に

係
る
設
計
を
実
施
す
る
。

【
ま
ち
の
活
力
と
魅
力

の
向
上
の
た
め
に
】

▽
企
業
立
地
推
進
事
業

（
３
０
、
８
４
０
）
＝
産

業
の
振
興
及
び
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
り
、
地
域
経

済
の
好
循
環
及
び
市
民
生

活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
対
象
業

種
の
市
内
へ
の
企
業
立
地

に
関
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
。

▽
観
光
力
向
上
事
業

（
３
、
４
４
２
）
＝
ど
ん

づ
る
峯
の
景
観
整
備
等
。

【
ま
ち
と
人
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
】

▽
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
（
１
３
、
０
０
０
）

＝
防
災
行
政
無
線
の
整
備

（
更
新
・
拡
充
等
）
に
当

た
り
市
の
状
況
に
最
も
適

し
た
手
法
・
規
模
等
の
精

査
を
含
め
た
設
計
を
行
う
。

▽
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
用
ア
ン

テ
ナ
整
備
事
業
（
３
、
１

０
０
）。

【
自
然
と
調
和
し
た
快

適
で
便
利
な
暮
ら
し
の
た

め
に
】

▽
地
籍
調
査
事
業（
８
、

３
８
０
）。

▽
香
芝
市
ス
ポ
ー
ツ
公

園
整
備
事
業
（
プ
ー
ル
整

備
）（
１
、
６
３
４
、
０
０

０
）
＝
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

事
業
用
地
の
取
得
及
び
造

成
工
事
を
進
め
る
と
と
も

に
、
プ
ー
ル
施
設
の
建
設

工
事
を
実
施
す
る
。

▽
尼
寺
関
屋
線
・
畑
分

川
線
整
備
事
業
（
ス
ポ
ー

ツ
公
園
関
連
）（
２
１
５
、

０
０
０
）
＝
香
芝
市
ス
ポ

ー
ツ
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
の
尼
寺
関
屋

線
・
畑
分
川
線
の
事
業
用

地
の
取
得
及
び
工
事
を
実

施
す
る
。

【
ス
マ
ー
ト
で
ス
リ
ム

な
行
政
運
営
の
確
立
の
た

め
に
】

▽
第
５
次
香
芝
市
総
合

計
画
中
期
基
本
計
画
策
定

事
業
（
３
、
９
９
３
）
＝

６
年
度
で
第
５
次
香
芝
市

総
合
計
画
の
前
期
基
本
計

画
が
終
了
す
る
た
め
、
中

期
基
本
計
画
の
策
定
を
行

う
。

的
な
遺
産
の
こ
と
で
、
文

化
庁
は
こ
の
よ
う
な
遺
産

を
守
る
事
業
を
平
成
２７
年

よ
り
進
め
て
き
た
。
同
町

は
こ
れ
よ
り
先
に
平
成
２３

年
頃
か
ら
開
始
。
県
内
で

は
王
寺
町
に
次
ぎ
２
番
目

に
、
文
化
庁
か
ら
計
画
の

認
定
を
受
け
た
。
地
域
遺

産
保
護
活
動
は
全
国
的
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
事
業

実
施
担
当
の
同
町
教
育
委

員
会
事
務
局
文
化
振
興
課

松
田
度
係
長
に
よ
る
と
今

後
、「
地
域
遺
産
」
が
流

行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。同

町
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

と
古
く
か
ら
の
町
が
共
存

し
、
住
民
が
町
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
で
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
に
よ

り
更
に
遺
産
や
伝
統
文
化

の
継
承
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
遺
産
資
料
が
適
切

に
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
括
管
理
で
き
る
拠
点
施

設
を
確
保
で
き
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら

同
町
は
、
地
域
遺
産
を
住

民
と
人
々
の
つ
な
が
り
を

も
と
に
、
皆
で
支
え
な
が

ら
、
守
り
伝
え
続
け
る
社

会
を
つ
く
る
。
ま
た
、
多

様
な
人
々
が
自
然
や
歴
史

文
化
を
学
び
深
め
ら
れ
る

常
設
施
設
を
つ
く
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
向

上
を
図
り
、
確
実
に
次
世

代
へ
継
承
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
。

重
点
事
業
は
下
図
に
示

す
。
こ
の
他
の
事
業
内
容

は
次
の
と
お
り
。

▼
指
定
等
文
化
財
の
修

復
・
修
理
。

▼
景
観
を
守
る
た
め
の

雑
木
伐
採
・
草
刈
清
掃
。

▼
見
学
者
用
ベ
ン
チ
・

ト
イ
レ
設
置
。

▼
見
学
路
整
備
、
地
域

遺
産
（
寺
社
・
近
代
建
築
・

古
民
家
・
橋
梁
と
川
沿
い

の
景
観
）
を
活
用
し
た
小

規
模
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な

ど
。計

画
期
間
は
令
和
６
年

度
～
１０
年
度
の
５
年
間
。

同
計
画
は
平
成
２９
年
度
よ

り
進
め
て
い
た
第
４
次
大

淀
町
総
合
計
画
に
続
く
、

次
期
計
画
（
令
和
９
年
度

実
施
予
定
）
と
整
合
性
を

計
る
た
め
、
令
和
８
年
度

に
は
内
容
の
更
新
を
検
討

す
る
。
財
源
は
町
費
（
自

主
財
源
）、
県
費
（
各
種

補
助
金
）、
国
費
（
文
化

財
関
係
補
助
金
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
等
）を
あ
て
る
ほ
か
、

そ
の
他
の
民
間
資
金
等
を

活
用
し
な
が
ら
進
め
る
。

事
業
は
行
政
、
地
域
、
団

体
、
機
関
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
。
具
体
的
に
は
、

辻
本
眞
宏
町
長
、
同
町
教

育
委
員
会
、
同
町
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
協
議

会
、
同
町
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
協
議
会
事
務

局
。
指
導
・
助
言
は
文
化

庁
、
助
言
の
み
は
奈
良
県

と
同
町
文
化
財
保
護
審
議

会
が
担
当
す
る
。

今
後
、（
仮
）
大
淀
町

文
化
財
保
護
指
導
委
員
を

設
置
し
、
巡
視
等
に
よ
る

地
域
遺
産
の
現
状
把
握
と

保
護
体
制
を
強
化
す
る
と

共
に
、地
域
遺
産
の
保
存
・

活
用
に
か
か
わ
る
民
間
団

体
を
文
化
財
保
存
活
用
支

援
団
体
に
指
定
し
、
住
民

と
の
協
働
・
連
携
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

同
町
に
は
令
和
５
年
８

月
時
点
で
、
計
２１
件
の
指

定
等
文
化
財（
国
指
定
１
、

県
指
定
３
、
町
指
定
１７
）

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

未
指
定
の
文
化
財
は
２
３

１
件
あ
り
、
調
査
・
整
理

に
よ
っ
て
は
更
に
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
（
未
指
定

文
化
財
の
建
造
物
14
件
、

遺
跡
３７
件
、
動
物
・
植
物
・

地
質
鉱
物
６
件
、
文
化
的

景
観
３
件
、
伝
統
的
建
造

物
群
１
件
、
埋
蔵
文
化
財

８４
件
）。
地
域
遺
産
の
特

徴
は
、
実
質
的
な
裏
付
け

が
な
く
て
も
、
人
々
の
記

憶
や
想
い
の
継
承
を
遺
産

と
捉
え
る
こ
と
。
地
域
遺

産
の
一
つ
、
保
久
良
（
ほ

く
ら
）
古
墳
は
、
斉
明
天

皇
が
孫
で
あ
る
建
皇
子
の

死
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
歌
が

同
町
今
木
町
の
由
来
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
選

定
。
線
状
降
水
帯
に
よ
る

影
響
で
一
部
崩
壊
し
、
災

害
復
旧
工
事
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て

も
語
り
継
い
で
い
く
。

同
町
の
専
門
職
員
は
松

田
係
長
、
一
人
の
み
。
松

田
係
長
は
令
和
３
年
、
南

都
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
会
社

「
奈
良
み
ら
い
デ
ザ
イ
ン
」

が
吉
野
町
の
阪
本
旧
本
邸

を
買
収
し
、
高
級
宿
泊
施

設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
際
に
も
協
力
し
た
。
地

域
計
画
で
参
考
に
し
て
い

る
自
治
体
は
、
岩
手
県
遠

野
市
、
静
岡
県
浜
松
市
な

ど
。
浜
松
市
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
た
め
文

化
庁
の
協
力
を
得
や
す
く
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
の
申
請
等
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
。
浜

松
市
は
、
自
治
体
同
士
が

競
合
関
係
と
な
っ
た
こ
と

で
事
業
が
活
性
化
し
た
。

同
町
は
平
成
２８
年
度
よ

り
町
独
自
で
「
お
お
よ
ど

遺
産
」１
０
０
件
を
選
定
。

大
字
（
江
戸
時
代
の
村
に

あ
た
る
）
を
単
位
に
各
自

治
体
や
、
民
間
企
業
、
住

民
等
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
希
少
な
情
報

が
寄
せ
ら
れ
た
。
事
業
継

続
に
は
、
次
世
代
へ
の
引

継
ぎ
が
鍵
と
な
る
。

来
年
度
は
遺
産
調
査
の

情
報
か
ら
歴
史
ス
ト
ー
リ

ー
を
映
像
化
す
る
方
針
。

企
業
、
組
合
だ
け
で
な
く

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
が
協
力

で
き
る
流
れ
を
つ
く
る
。

将
来
、
吉
野
熊
野
国
立
公

園
の
父
と
呼
ば
れ
る
岸
田

日
出
男
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説
の
モ
デ
ル
と

な
る
こ
と
を
思
い
描
く
。

利
便
性
向
上
と
歴
史
保

護
の
観
点
で
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
つ
つ
、
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
事
業
を

促
進
。
県
内
で
参
考
に
し

た
い
町
並
み
は
御
所
市
の

「
ご
せ
ま
ち
」
で
、
同
町

に
は
吉
野
川
沿
い
に
東
西

１０
㌔
㍍
ほ
ど
続
く
伊
勢
南

街
道
に
古
い
町
並
み
が
残

る
。 

（
岡
本
）

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）2024年（令和６年）３月19日（火）（３）



奈良県知事許可（般－5）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式
社名や組織の改変、
技術開発、新製品等
の企業情報、工事に
関する情報等どんな
ことでも結構です。
建設新報  編集部まで

情報をお寄せください

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

奈
良
市

　
　
（
３
月
１２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
待
避
所
整
備
工
事

（
横
井
町
）
＝
①
澤
田
工

務
店
②
８
０
１
万
２
０
０

０
円
（
予
１
０
６
４
万
７

０
０
０
円
）。

　

▼
交
通
安
全
施
設
整
備

工
事
（
三
条
本
町
地
内
・

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
西
口
駅
前
広

場
）（
三
条
本
町
）
＝
①
粟

田
工
業
②
３
８
４
万
６
０

０
０
円
（
予
５
３
８
万
９

０
０
０
円
）。

　

▼
交
通
安
全
施
設
整
備

工
事
（
帝
塚
山
西
一
丁
目

地
内
他
・
西
部
第
１
２
３

３
号
線
他
）（
帝
塚
山
西
１

丁
目
他
）
＝
①
中
田
建
設

②
２
９
５
万
４
０
０
０
円

（
予
４
２
３
万
円
）。

　

▼
通
学
路
整
備
工
事

（
四
条
大
路
三
丁
目
地
内
・

中
部
第
２
６
４
号
線
）（
四

条
大
路
３
丁
目
）
＝
①
明

利
建
設
②
１
３
６
万
２
０

０
０
円
（
予
１
９
６
万
９

０
０
０
円
）。

　
　
（
３
月
１３
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
交
通
安
全
施
設
整
備

工
事
（
疋
田
町
地
内
他
・

中
部
第
８
６
０
号
線
他
）

（
疋
田
町
他
）
＝
①
彩
工

舎
②
２
３
５
万
３
０
０
０

円
（
予
３
３
３
万
６
０
０

０
円
）。

　

▼
道
路
改
良
工
事
（
茗

荷
町
地
内
他
・
東
部
第
２

６
６
号
線
他
）（
茗
荷
町

他
）
＝
①
亀
山
組
②
２
９

６
万
６
０
０
０
円
（
予
３

９
８
万
２
０
０
０
円
）。

Ｕ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
部

　
　
（
３
月
４
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
０５
―
平
城
第
一
団
地

外
２
団
地
屋
外
工
作
物
等

塗
装
工
事
（
奈
良
市
神
功

４
丁
目
２５
他
）
＝
①
西
日

本
レ
イ
ホ
ー
（
大
阪
市
住

吉
区
）
②
１
２
２
０
万
円

（
予
１
４
５
７
万
７
０
０

０
円
）
③
コ
ジ
ョ
ウ
テ
ッ

ク
ス
、
タ
シ
ロ
、
協
榮
リ

ノ
ベ
イ
シ
ョ
ン（
辞
退
）、

関
西
土
建
（
辞
退
）、
ソ

ト
ム
ラ
（
辞
退
）、
上
野

山
塗
工
所
、
リ
フ
レ
ッ
ク

ス
、
ダ
イ
ワ
テ
ッ
ク
（
辞

退
）、今
重
興
産（
辞
退
）、

高
分
子
（
辞
退
）、
西
野

建
設
工
業
（
辞
退
）、
ヤ

オ
テ
ッ
ク
、
テ
ィ
ー
ア
ン

ド
ワ
イ
、
鉄
電
塗
装
（
辞

退
）
④
６
月
１０
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
中
和
公
園
事

務
所

　
　
（
３
月
１３
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
６
年
度
奈
良
県

馬
見
丘
陵
公
園
館
等
清
掃

業
務
委
託
（
河
合
町
佐
味

田
２
２
０
２
他
〈
県
馬
見

丘
陵
公
園
館
、
公
園
内
の

ト
イ
レ
・
詰
所
、
花
見
茶

屋
Ａ
棟
（
研
修
棟
）、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
〉）

＝
①
Ｋ
Ｂ
Ｓ
②
８
５
９
万

８
０
０
０
円
③
奈
良
保
健

衛
生
社
、
南
都
ビ
ル
サ
ー

ビ
ス
④
７
年
３
月
３１
日
。

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社

　
　
（
３
月
１２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
６
年
度
西
日
本

支
社
に
お
け
る
団
地
内
看

板
意
匠
変
更
及
び
点
検
等

業
務
（
西
日
本
支
社
管
轄

内
各
団
地
）
＝
①
ア
イ
シ

ン
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
大
阪
市

都
島
区
）
②
７
２
５
万
７

９
０
０
円
（
予
１
２
６
９

万
６
６
４
７
円
）
③
Ｕ
Ｒ

リ
ン
ケ
ー
ジ
④
団
地
内
看

板
の
意
匠
変
更
業
務
、
制

作
業
務
、
撤
去
・
補
修
・

設
置
業
務
、
マ
ス
タ
ー
デ

ー
タ
更
新
・
管
理
業
務
、

屋
外
広
告
物
申
請
業
務
、

定
期
・
随
時
安
全
点
検
業

務
。
委
託
期
間
７
年
３
月

３１
日
。公告・公示情報

（業務等）
公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
（
総
合
評
価
落
札

方
式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
３
月

１３
日
公
告
）

　

▽
野
尻
治
山
観
測
調
査

外
業
務
（
十
津
川
村
〈
十

津
川
地
区
民
有
林
直
轄
治

山
事
業
地
内
〉）
＝
①
申

請
書
及
び
資
料
（
技
術
提

案
書
）
の
提
出
３
月
２８
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

間
４
月
１８
日
～
２３
日
１０

時
）
②
４
月
２３
日
③
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
に
お
け

る
一
般
競
争
参
加
資
格
の

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

Ａ
、
Ｂ
等
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
規
程

に
基
づ
き
森
林
土
木
部
門

の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
平
成
２０
年
４
月
１
日

～
令
和
５
年
３
月
３１
日
の

間
に
元
請
け
と
し
て
完

成
・
引
渡
し
が
完
了
し
た

治
山
流
域
別
調
査
ま
た
は

治
山
全
体
計
画
調
査
業

務
、
地
す
べ
り
機
構
調
査

業
務
、
治
山
事
業
に
お
け

る
渓
間
工
ま
た
は
山
腹
工

の
測
量
設
計
業
務
の
い
ず

れ
か
業
務
の
実
績
を
有
す

る
こ
と
。
本
店
、
支
店
ま

た
は
営
業
所
が
、
近
畿
中

国
森
林
管
理
局
管
内
に
所

在
す
る
こ
と
―
な
ど
④
地

す
べ
り
調
査
外
業
務
。
委

託
期
間
７
年
２
月
２８
日
⑤

技
術
提
案
の
履
行
確
実
性

評
価
対
象
。

三
宅
町
（
条
件
付
一

般
競
争
入
札
３
月
１

３
日
公
告
）

　

▽
三
宅
町
文
化
ホ
ー
ル

及
び
三
宅
町
交
流
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
清
掃
業
務

第
６
―
2７
―
２
号
（
大
字

伴
堂
）
＝
①
般
競
争
入
札

参
加
資
格
確
認
申
請
書
等

の
提
出
３
月
２２
日
ま
で

（
持
参
ま
た
は
郵
便
）
②

３
月
２８
日
③
同
町
物
品
購

入
等
登
録
業
者
の
「
建
物

管
理
―
１
床
清
掃
・
ガ
ラ

ス
清
掃
」
に
登
録
さ
れ
た

モ
ノ
の
う
ち
、
県
中
和
地

域
（
中
和
土
木
事
務
所
管

内
：
橿
原
市
、
桜
井
市
、

川
西
町
、
三
宅
町
、
田
原

本
町
、
高
取
町
、
明
日
香

村
）
に
、
本
社
（
本
店
）

ま
た
は
支
社
（
支
店
）
若

し
く
は
営
業
所
を
有
す
る

業
者
。
建
築
物
に
お
け
る

衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
４５
年
法

律
第
２０
号
）
第
１２
条
の
２

に
規
定
す
る
清
掃
業
ま
た

は
環
境
衛
生
総
合
管
理
業

の
奈
良
県
知
事
登
録
を
受

け
て
い
る
者
―
な
ど
④
清

掃
業
務
１
式
。
委
託
期
間

９
年
４
月
３０
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
中
和
公
園
事

務
所

　
　
（
３
月
２７
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
中
和
公
園
事
務
所
現

場
技
術
業
務
委
託
（
補
助

都
市
計
画
公
園
事
業
（
社

会
資
本
））
繰
４
１
１
補

―
委
２
他
号
（
河
合
町
佐

味
田
）
＝
委
託
期
間
９
月

３０
日
。

三
郷
町

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉）

　

▽
令
和
６
年
度
固
定
資

産
基
礎
資
料
更
新
業
務

（
町
内
）
＝
指
名
は
朝
日

航
洋
、
ア
ジ
ア
航
測
、
か

ん
こ
う
、
国
際
航
業
、
写

測
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

パ
ス
コ
の
６
者
。
予
２
３

６
３
万
６
３
６
４
円
。

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▽
令
和
６
年
度
図
書
館

施
設
環
境
衛
生
管
理
業
務

（
勢
野
西
１
丁
目
４
―
４

〈
町
立
図
書
館
〉）
＝
指
名

は
Ｋ
Ｂ
Ｓ
、
シ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
、
大
都
美
装
興
業
、

奈
良
ビ
ケ
ン
、
ホ
ー
プ
の

５
者
。

　

▽
令
和
６
年
度
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
場
及
び
城
山

台
ポ
ン
プ
場
等
維
持
管
理

業
務（
立
野
北
１
丁
目
他
）

＝
指
名
は
浅
野
ア
タ
カ
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
カ
ン
キ
ョ
ウ
、
日

本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
、
明
電
舎
の
５

者
。

　

▽
令
和
６
年
度
勢
野
地

域
し
尿
処
理
場
維
持
管
理

業
務
（
勢
野
東
４
丁
目
）

＝
指
名
は
浅
野
ア
タ
カ
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
カ
ン
キ
ョ
ウ
、
日

本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
、
フ
ァ
ノ
バ
の

５
者
。

　

▽
令
和
６
年
度
南
畑
地

域
し
尿
処
理
場
等
維
持
管

理
業
務
（
信
貴
山
西
１
丁

目
・
平
群
町
大
字
信
貴
山
）

＝
指
名
は
前
同
。

　

▽
令
和
６
年
度
立
野
汚

水
中
継
ポ
ン
プ
場
維
持
管

理
業
務（
立
野
南
３
丁
目
）

＝
指
名
は
前
同
。

　

▽
令
和
６
年
度
椿
井
処

理
場
等
維
持
管
理
業
務

（
東
信
貴
ヶ
丘
３
丁
目
・

平
群
町
北
信
貴
ヶ
丘
１
丁

目
）
＝
指
名
は
浅
野
ア
タ

カ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
、
環
境
衛
生
水

処
理
セ
ン
タ
ー
、
誠
起
、

日
本
メ
ン
テ
ナ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ヤ
リ
ン
グ
の
５
者
。

　

▽
令
和
６
年
度
排
水
処

理
施
設
管
理
業
務
（
町
立

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
＝

指
名
は
前
同
。

　

▽
令
和
６
年
度
土
壌
大

気
環
境
検
査
業
務
（
町
内

指
定
箇
所
〈
三
郷
中
央
公

園
多
目
的
広
場
他
〉）
＝

指
名
は
エ
ヌ
エ
ス
環
境
、

タ
ツ
タ
環
境
分
析
セ
ン
タ

ー
、
中
外
テ
ク
ノ
ス
、
野

村
興
産
ヤ
マ
ト
環
境
セ
ン

タ
ー
、
日
吉
の
５
者
。

　

▽
令
和
６
年
度
煤
塵
・

ご
み
質
等
環
境
測
定
業
務

（
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
＝

指
名
は
前
同
。

　

▽
令
和
６
年
度
排
ガ
ス

分
析
計
機
器
点
検
整
備
業

務
（
前
同
）
＝
指
名
は
近

畿
工
業
、
虹
技
、
ザ
・
モ

ー
ト
ル
ポ
ン
プ
、
島
井
組

プ
ラ
ン
ト
、
中
外
テ
ク
ノ

ス
の
５
者
。

　

▽
令
和
６
年
度
間
伐
材

等
処
分
搬
送
委
託
業
務

（
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設

内
）＝
指
名
は
大
倉
商
店
、

共
和
清
掃
、
ダ
イ
カ
ン
、

奈
良
メ
デ
ィ
ス
ポ
、
ヤ
マ

ト
産
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
５
者
。

　

▽
令
和
６
年
度
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
運
搬
及
び
再

生
処
理
業
務
（
前
同
）
＝

指
名
は
前
同
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
人
知
地
区
地
す
べ
り

観
測
調
査
業
務
委
託
（
大

滝
関
連
地
す
べ
り
調
査

費
）６
―
４
―
委
１
号（
川

上
村
人
知
）
＝
委
託
期
間

７
年
３
月
２８
日
。

　

▽
坪
内
地
区
地
す
べ
り

観
測
業
務
委
託
（
大
規
模

特
定
砂
防
等
事
業
（
地
す

べ
り
））
６9
―
１
―
委
１

号
（
天
川
村
坪
内
）
＝
委

託
期
間
９
月
３０
日
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

桧
垣
本
地
区
地
す
べ
り
観

測
業
務
委
託
（
道
路
施
設

維
持
修
繕
事
業
）
６
０
１

―
２
―
委
１
号
（
大
淀
町

桧
垣
本
）
＝
委
託
期
間
７

年
３
月
３１
日
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

他
法
面
緊
急
点
検
委
託

（
道
路
調
査
費
）
６
１
７

―
委
１
号
（
吉
野
町
他
）

＝
委
託
期
間
前
同
。

　

▽
主
要
地
方
道
桜
井
明

日
香
吉
野
線
他
法
面
緊
急

点
検
委
託（
道
路
調
査
費
）

６
１
７
―
委
２
号（
前
同
）

＝
委
託
期
間
前
同
。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
高
田
土
木
事
務
所
管

内
砂
防
指
定
地
等
巡
視
調

査
業
務
委
託
（
土
木
技
術

業
務
補
助
委
託
事
業
（
物

件
費
）
他
）
第
高
―
委
―

１
―
２
他
号
（
大
和
高
田

市
東
中
２
丁
目
）
＝
委
託

期
間
９
月
３０
日
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
２６
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

他
現
場
技
術
業
務
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
道
路
環
境
整
備
））

第
９
―
１３
―
１
―
委
―
１

号（
奈
良
市
南
紀
寺
町〈
奈

良
土
木
事
務
所
〉）。
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予算総括表予算総括表

橿 原 市

一
般
会
計
４
８
８
億
４
０
０
０
万
円

一
般
会
計
４
８
８
億
４
０
０
０
万
円

６
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

６
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

奈

良

市

橿
原
市
の
令
和
６
年
度

当
初
予
算
案
は
総
額
９
０

１
億
３
０
５
７
万
５
０
０

０
円
で
対
前
年
度
比
３
・

８
％
増
。
内
訳
は
一
般
会

計
４
８
８
億
４
０
０
０
万

円
（
８
・
６
％
増
）、
特

別
会
計
２
８
９
億
１
１
８

０
万
円
（
１
・
４
％
減
）、

上
水
道
事
業
会
計
４５
億
１

２
３
１
万
円
（
２
・
８
％

増
）、
下
水
道
事
業
会
計

５１
億
６
０
５
３
万
８
０
０

０
円
（
０
・
８
％
減
）。

う
ち
普
通
建
設
事
業
費
は

５５
億
２
４
５
０
万
１
０
０

０
円
（
２２
・
７
％
増
）。

建
設
関
係
の
主
な
事
業

（
▼
は
新
規
）
は
次
の
通

り
（
単
位
千
円
）。

【
総
務
費
】

▼
登
記
測
量
業
務
委
託

料
（
６
、
４
９
０
）
＝
五

井
町
市
有
地
（
企
業
誘
致

を
予
定
し
て
い
る
五
井
町

市
有
地
の
登
記
測
量
）。

▽
八
木
駅
周
辺
整
備
事

業
費
（
２
８
８
）。

▼
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
改
訂
支
援
業
務
委

託
料
（
２
、
３
７
３
）。

▽
分
庁
舎
等
管
理
運
営

費
（
４
８
７
、０
８
９
）。

▽
本
庁
舎
整
備
事
業
費

（
２
６
９
、
８
４
５
）
＝

①
本
庁
舎
整
備
事
業
化
検

討
及
び
基
本
計
画
策
定
業

務
委
託
料
（
新
規
）
②
現

本
庁
舎
解
体
工
事
。

▼
第
４
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
等
策
定
業
務

委
託
料
（
７
、９
７
５
）。

▽
医
大
周
辺
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
費
（
３
２
、

２
１
７
）
＝
①
新
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
支
援
業
務
委
託
料
②
医

大
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

地域計画建築研究所を選定地域計画建築研究所を選定
公営住宅等指定管理者選定支援公営住宅等指定管理者選定支援

奈
良
市
は
公
募
型
プ
ロ

基
本
計
画
策
定
業
務
委
託

料
（
新
規
）（
医
大
周
辺
地

区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

戦
略
的
に
展
開
す
る
為
に

必
要
と
な
る
「
医
大
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
を
策
定
）
③
都
市
・

地
域
総
合
交
通
戦
略
策
定

業
務
委
託
料
（
新
規
）（
医

大
附
属
病
院
周
辺
地
区
に

て
想
定
さ
れ
る
新
駅
整
備

等
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

に
な
っ
た
都
市
交
通
施
策

を
展
開
す
る
為
に
必
要
と

な
る
「
都
市
・
地
域
総
合

交
通
戦
略
」
を
策
定
）。

▽
放
置
自
転
車
禁
止
区

域
整
備
業
務
委
託
料（
７
、

５
１
１
）。

▽
文
化
ホ
ー
ル
管
理
運

営
費（
２
８
６
、５
７
４
）。

▽
体
育
館
等
管
理
業
務

委
託
料
（
１
４
７
、
０
５

９
）。

【
民
生
費
】

▽
大
久
保
町
老
人
憩
い

の
家
管
理
運
営
費
（
１
０

５
）。▽ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
わ
ら
管
理
運
営
費

（
１
０
、
８
８
５
）。

▽
大
久
保
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
管
理
運
営
費
（
１

２
、
７
２
９
）。

▽
大
久
保
町
共
同
浴
場

管
理
費
（
５４
）。

▽
お
お
く
ぼ
ま
ち
づ
く

り
館
管
理
運
営
費
（
２
、

９
３
０
）。

▽
保
育
所
・
幼
稚
園
管

理
運
営
費
営
繕
工
事（
５
、

８
７
３
）。

▽
飛
騨
児
童
館
管
理
運

営
費
（
７
、
４
５
７
）。

▽
大
久
保
児
童
館
管
理

運
営
費
（
９
、６
２
７
）。

▽
白
橿
児
童
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
（
９
、
２
２

７
）。▽放

課
後
児
童
健
全
育

成
施
設
整
備
事
業
費
施
設

整
備
工
事
（
６
７
、
４
８

１
）。

【
衛
生
費
】

▽
騒
音
測
定
業
務
委
託

料
（
８
３
３
）。

▽
斎
場
維
持
管
理
運
営

業
務
委
託
料
（
９
８
、
８

０
３
）。

▽
墓
園
施
設
管
理
業
務

委
託
料（
１
３
、２
７
３
）。

▽
市
営
墓
園
整
備
費
施

設
整
備
工
事
（
２
、
８
０

０
）。▽リ

サ
イ
ク
ル
館
か
し

は
ら
長
期
包
括
運
営
委
託

料
（
２
４
９
、８
６
０
）。

▽
一
般
廃
棄
物
処
理
企

画
運
営
費
（
８
７
１
、
４

６
８
）。

▽
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金（
７
、２
１
０
）。

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー
長
期

包
括
運
営
委
託
料
（
１
７

７
、
８
０
３
）。

【
農
業
費
】

▽
土
地
改
良
事
業
費

（
４
４
、
７
４
７
）＝
①
登

記
測
量
業
務
委
託
料
②
た

め
池
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
委

託
料
③
防
災
重
点
た
め
池

耐
震
性
調
査
業
務
委
託
料

④
防
災
た
め
池
劣
化
状
況

調
査
業
務
委
託
料
⑤
農
道

舗
装
修
繕
工
事
⑥
墓
の
森

井
堰
改
修
工
事
⑦
土
地
改

良
事
業
補
助
金
。

【
商
工
費
】

▽
観
光
客
受
入
れ
環
境

整
備
事
業
費
（
１
３
１
、

６
０
１
）
＝
①
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ

ン
の
改
修
設
計
（
新
規
）

②
観
光
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
業
務
委
託
料
③
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改

修
工
事
（
新
規
）。

▽
八
木
札
の
辻
交
流
館

管
理
運
営
費
（
８
、
１
０

１
）。▽今

井
町
内
観
光
施
設

管
理
運
営
費
（
３
５
、
９

２
２
）
＝
①
今
井
ま
ち
な

み
交
流
セ
ン
タ
ー
等
管
理

運
営
業
務
委
託
料
②
今
井

町
ト
イ
レ
設
置
工
事
。

【
土
木
費
】

▽
地
籍
調
査
業
務
委
託

料
（
２
１
、
０
０
０
）。

▽
建
築
物
耐
震
化
推
進

事
業
（
４
５
、４
５
７
）。

▽
橿
原
市
既
存
住
宅
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
工
事
補

助
金
（
１
、
０
０
０
）。

▽
す
ま
い
・
空
き
家
等

対
策
事
業
費
（
１
０
、
８

４
６
）。

▽
道
路
維
持
管
理
費

（
３
１
５
、
８
７
８
）＝
①

植
栽
管
理
業
務
委
託
料
②

舗
装
業
務
委
託
料
③
路
面

性
状
調
査
業
務
委
託
料

（
新
規
）④
維
持
補
修
工
事
。

▽
道
路
新
設
改
良
事
業

費
（
３
３
１
、５
２
１
）。

▽
交
通
安
全
施
設
整
備

工
事
（
２
６
、０
６
６
）。

▽
橋
梁
整
備
事
業
費

（
２
７
１
、
５
０
５
）＝
①

設
計
業
務
委
託
料
②
橋
梁

等
補
修
補
強
工
事
。

▽
橋
梁
新
設
改
良
工
事

委
託
料（
１
９
、２
２
２
）。

▽
河
川
改
良
事
業
費

（
６
１
８
）。

▽
河
川
維
持
補
修
費

（
１
１
、
０
９
０
）。

▽
下
排
水
路
維
持
管
理

費
（
１
０
０
、７
７
５
）。

▽
自
転
車
駐
車
場
管
理

運
営
費
（
２
３
８
、
３
１

０
）
＝
①
耳
成
駅
前
自
転

車
置
場
整
備
工
事
②
元
耳

成
駅
前
自
転
車
置
場
整
備

工
事
。

▽
緑
化
推
進
事
業
費

（
３
、
１
０
４
）。

▽
公
園
整
備
事
業
費

（
５
９
、
１
８
５
）＝
①
設

計
業
務
委
託
料
②
公
園
築

造
工
事
。

▽
橿
原
運
動
公
園
管
理

運
営
費（
５
４
、７
１
９
）

＝
①
橿
原
運
動
公
園
管
理

運
営
業
務
委
託
②
橿
原
運

動
公
園
再
整
備
基
本
計
画

策
定
業
務
委
託
料（
新
規
）。

▽
公
園
管
理
事
務
費

（
２
０
５
、
９
８
９
）＝
①

新
沢
千
塚
古
墳
群
公
園
管

理
運
営
業
務
委
託
料
②
香

久
山
公
園
再
整
備
計
画
策

定
業
務
委
託
料
（
新
規
）

（
香
久
山
公
園
等
の
再
整

備
に
つ
い
て
、
官
民
連
携

事
業
を
行
う
為
の
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
等
を
策
定
）。

▽
新
沢
千
塚
集
客
施
設

管
理
事
業
費
（
９
、
１
３

６
）。▽市

営
住
宅
等
整
備
事

業
費（
２
３
５
、２
０
３
）

＝
①
市
営
住
宅
内
装
等
改

修
設
計
②
市
営
住
宅
等
解

体
撤
去
工
事
（
四
条
団
地

〈
ペ
ア
〉
解
体
工
事
）
③

市
営
住
宅
等
整
備
工
事

（
大
久
保
団
地
外
壁
等
改

修
工
事
、
四
条
団
地
給
水

整
備
改
修
工
事
、
大
久
保

団
地
給
水
ポ
ン
プ
改
修
工

事
、
市
営
住
宅
内
装
改
修

工
事
）。

▽
今
井
町
住
環
境
整
備

事
業
費
街
な
み
環
境
整
備

工
事
（
６
２
、
７
２
２
）

＝
電
線
共
同
溝
敷
設
工
事

（
第
７
―
５
工
区
）。

【
消
防
費
】

▽
消
防
施
設
整
備
事
業

費
（
１
０
、
０
０
０
）。

【
教
育
費
】

▽
通
学
路
整
備
工
事

（
７
、
６
９
５
）。

▽
学
校
施
設
再
配
置
事

業
費
（
１
、
５
５
０
、
４

３
３
）
＝
①
白
橿
南
小
学

校
解
体
に
係
る
設
計
②
小

学
校
施
設
整
備
工
事
（
新

規
）
③
真
菅
北
・
耳
成
幼

稚
園
再
編
事
業（
新
規
）。

▽
小
学
校
管
理
事
務
費

営
繕
工
事
（
５
３
、
７
０

３
）。▽小

学
校
施
設
整
備
工

事
（
１
、
１
２
１
、
８
９

５
）
＝
①
真
菅
北
小
学
校

長
寿
命
化
改
良
工
事
②
今

井
小
学
校
増
築
工
事
。

▽
中
学
校
管
理
事
務
費

営
繕
工
事
（
１
３
、
９
７

２
）。▼中

学
校
施
設
整
備
工

事
（
３
０
０
、
３
８
４
）

＝
①
八
木
中
学
校
長
寿
命

化
改
良
工
事
（
第
１
期
）

②
各
中
学
校
屋
内
運
動
場

空
調
設
備
改
修
工
事
（
大

成
中
学
校
、光
陽
中
学
校
、

橿
原
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
に
空
調
を
設
置
）。

▼
市
立
公
民
館
管
理
運

営
費
補
償
調
査
業
務
委
託

料
（
１
３
、
７
３
７
）
＝

旧
中
央
公
民
館
・
分
館
に

伴
い
周
辺
建
物
の
調
査
を

実
施
。

▼
地
区
公
民
館
管
理
運

営
費
設
計
業
務
委
託
料

（
２
、
５
７
２
）
＝
耳
成

地
区
公
民
館
屋
根
等
補
修

工
事
に
係
る
設
計
。

▼
藤
原
京
跡
整
備
工
事

（
７
８
、
０
０
０
）
＝
藤

原
京
朱
雀
大
路
跡
周
辺
に

お
い
て
、
駐
車
場
暫
定
整

備
を
行
い
来
訪
者
の
利
便

性
向
上
を
図
る
。

▼
橿
原
市
昆
虫
館
中
長

期
保
全
計
画
策
定
業
務
委

託
料
（
９
、
８
１
１
）
＝

昆
虫
館
の
老
朽
化
し
た
設

備
等
の
改
修
と
一
部
展
示

物
入
替（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

を
行
う
為
の
計
画
を
策
定
。

▽
子
ど
も
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
管
理
運
営
費（
８
、

７
６
０
）。

【
上
水
道
事
業
会
計
】

▽
配
水
施
設
費
（
１
、

８
０
７
、
７
２
９
）
＝
①

委
託
料
②
配
水
管
埋
設
工

事
③
更
新
・
耐
震
化
工
事

④
配
水
管
移
設
工
事
⑤
加

圧
ポ
ン
プ
整
備
工
事
⑥
そ

の
他
工
事
。

【
上
水
道
事
業
会
計
】

▽
汚
水
管
路
建
設
費

（
７
９
０
、
９
６
８
）。

▽
雨
水
管
路
建
設
費

（
８
２
、
０
０
０
）。

▽
汚
水
管
路
改
良
費

（
９
９
、
７
９
２
）。

医
大
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど

医
大
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど

ポ
ー
ザ
ル
「
奈
良
市
公
営

住
宅
等
指
定
管
理
者
選
定

支
援
」
に
て
地
域
計
画
建

築
研
究
所
を
受
託
候
補
者

に
選
定
し
た
。
契
約
期
間

は
３
月
２９
日
を
予
定
。

同
市
で
は
管
理
す
る
公

営
住
宅
等
を
対
象
に
、
新

た
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
予
定
。
同
業
務

は
、
指
定
管
理
者
を
募
集

す
る
に
あ
た
り
、 

条
件
・

仕
様
を
検
討
す
る
為
に
市

場
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
指
定
管
理
者
の
選
定

に
係
る
手
続
き
を
支
援
す

る
も
の
。
民
間
事
業
者
の

人
員
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
指
定
管
理
者
制
度
に

円
滑
な
移
行
に
よ
り
、 

公

営
住
宅
等
の
よ
り
効
率
的

な
管
理
を
目
指
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
予
定
住
宅
は
市
内
全
て

の
市
営
住
宅
２０
団
地
１
４

９
４
戸
、
改
良
住
宅
４
団

地
６
３
３
戸
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
宅
２
団
地
２
２
０

戸
。
主
な
業
務
内
容
は
次

の
通
り
。

▽
市
場
調
査
＝
①
市
場

調
査
の
検
討
（
指
定
管
理

の
条
件
案
や
業
務
仕
様
案

等
の
資
料
を
作
成
し
、
市

場
調
査
の
実
施
内
容
を
検

討
・
作
成
す
る
）
②
市
場

調
査
実
施
（
市
場
調
査
を

実
施
し
し
、
議
事
録
の
作

成
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
参
加
事
業
者
に
対
し
て

補
足
説
明
や
質
問
等
を
行

う
）。▽募

集
要
項
等
の
作
成

支
援
＝
指
定
管
理
者
公
募

に
向
け
た
書
類
作
成
を
行

う
。▽

指
定
管
理
者
選
定
の

支
援
＝
①
募
集
要
項
に
対

す
る
質
問
へ
の
回
答
作
成

の
支
援
②
審
査
の
支
援

（
審
査
の
際
の
参
考
資
料

と
し
て
提
案
概
要
を
作
成

す
る
）
③
基
本
協
定
の
締

結
支
援
。
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主要地方道　桜井吉野線　百市工区の概要
　主要地方道桜井吉野線（延長約23km)百市工区は、一般国道165号と一般国道
169号を結んでおり、第２次緊急輸送道路に指定されている。また、中和地区と吉野
地域を繋ぐ南北幹線道路として、日常生活や産業活動を支えるうえで、極めて重要な
道路となっている。本工区が開通することにより

 ①救急搬送時間の短縮 
 ②桜井市街地から「飛鳥・藤原の
 　宮都とその関連資産群」への周
 　遊性の向上
 ③木材輸送の円滑化などの地域産
 　業の活性化
 ④安全性の向上・緊急輸送道路ネ
 　ットワークの機能強化
などの効果が期待される。

　中和土木事務所管内のエリアは、飛鳥・藤原京といった古代、大和の中核をなした歴史的にも重要
な拠点で、高松塚古墳やキトラ古墳、談山神社や岡寺、橿原神宮など数多くの歴史的資源が存在し、
地理的には文化財が集中する地域と橿原市等の人口が密集する市街地を併せ持ち、その調和に配慮
しつつ活力あるまちと快適で安全な県土を築くためのインフラ整備が求められる。道路事業では、一
般国道169号高取ＢＰ、御所高取バイパスや3月20日に部分供用する主要地方道桜井吉野線（百市工
区）のほか、県道結崎田原本線など精力的に進めている。高取バイパス（延長3.4km）は、平成24年4
月に高取町兵庫から松山高架橋間の1.4kmが供用しており、高取トンネル（635m）も平成31年1月に
完成している。現在、清水谷高架橋の上部工工事などを鋭意施工中。令和7年度の完成供用を目指す。
また、県道三輪山線の参道整備や大和青垣吉野川自転車道線の整備を進めるほか、橋梁やトンネル
照明のＬＥＤ化工事、横断歩道橋などのメンテナンスにも引き続き取り組む。河川事業では、大和川、
寺川、飛鳥川、曽我川などの河川改修のほか、堆積土砂除去や除草、護岸の維持修繕なども積極的に
行う。新年度においても、地域住民や関連市町村と連携の下、安全・安心のまちづくりを支える社会資
本整備を進めていく方針である。ここに紹介する事業（写真）は今年度の主要事業である。

三輪山線電線共同溝工事（無電柱化推進事業（都づくり）） 桜井吉野線百市工区舗装工事（防災･安全（道路改良･都づくり））
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
８２
ｍ
管
路
工
Ｌ
＝
９
６
６
ｍ
、
石

張
工
Ａ
＝
９
３
６
㎡
、
付
替
水
路
Ｌ
＝
４４
ｍ
工
事

が
間
も
な
く
着
工

・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
４
６
１ｍ
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
Ａ

＝
２
５
５
０
㎡
、区
画
線
工（
１５
ｃｍ
）Ｌ
＝
９
８
０
ｍ
、

（
３０
ｃｍ
）Ｌ
＝
３０
ｍ
、（
４５
ｃｍ
）Ｌ
＝
１０
ｍ

施工：株式会社 上田工務店
　　　　代表取締役　上田　秀幸

施工：株式会社 西岡組
　　　　代表取締役　西岡　浩之

吉野郡吉野町宮滝272－3
　TEL 0746－32－8700

宇陀市大宇陀野依276－1
　TEL 0745－83－0330

ザザ・・土土木木ＰＰＨＨＯＯＴＴＯＯ土土木木 特特集集事事業業 Vol. 5

安全・安心安全・安心    良質な土木技術が築くインフラ良質な土木技術が築くインフラ

地
域
の
安
全
・
安
心
と
活
性
化
に
寄
与

地
域
の
安
全
・
安
心
と
活
性
化
に
寄
与

一般
国
道
１
６
９
号
高
取
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
照
明
設
備
工

事（
防
災・安
全
交
付
金
事
業（
道
路
改
良・都
づ
く
り
））

施
工
：�

和
田・五
伸
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
８
０
０
ｍ
、
ト
ン
ネ
ル
照
明
設
備
設
置
工

Ｎ
＝
１
８
４
基
、
坑
外
灯
設
置
工
Ｎ
＝
３
基

株式会社 五伸
　 代表取締役　巽　俊憲

株式会社 和田エンジニアリング
　 代表取締役　和田　修志

五條市野原東5－3－25
　TEL 0747－22－5653

橿原市飯高町215－1
　TEL 0744－24－4873

豊かで住みよい豊かで住みよい
　　　奈良の実現　　　奈良の実現
あす20日開通！あす20日開通！

主要地方道　桜井吉野線主要地方道　桜井吉野線

百市工区百市工区
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寺川堆積土砂撤去工事（河川災関（緊浚債））
・�

工
事
延
長
Ｌ
３
９
３
ｍ
、
堆
積
土
砂
撤
去
V
＝

２
０
０
０
㎥

施工：株式会社 仲谷組
　　　　代表取締役　仲谷　尚紀

磯城郡田原本町宮森337－1
　TEL 0744－32－6888

明日香大和郡山自転車道線コンクリート擬木防止柵設置工事（自転車周遊（社会資本）（都づくり））
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
４
３
４
ｍ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擬
木

防
止
策
工
Ｎ
＝
１
式

施工：三建工業株式会社
　　　　代表取締役　前川　雅幸

橿原市葛本町379－1
　TEL 0744－25－4137

一般国道165号災害復旧工事（道路災害復旧事業他）
・�
工
事
延
長
Ｌ
＝
４７
ｍ
、も
た
れ
式
擁
壁
工
Ｌ
＝
１９・３ｍ
、Ｈ
＝
６・２
～
６・

８ｍ
、Ｖ
＝
１
２
４
㎥
、ア
ン
カ
ー
工
Ｎ
＝
７
本
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
Ａ

＝
２７
㎡
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
工
Ｌ
＝
２０
ｍ
、ア
ス
カ
ー
ブ
工
Ｌ
＝
４６・６ｍ施工：株式会社 石橋組

　　　　代表取締役　石橋　昌憲
桜井市大西781－2
　TEL 0744－45－0727

石ヶ谷砂防堰堤工事（事業間連携事業（砂防））
・�

工
事
延
長
L
=
１５
m
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤
本
体
工

N
=
1
基

施工：井前建設株式会社
　　　　代表取締役　井前　克也

桜井市初瀬4573－1
　TEL 0744－47－7388

曽我川（川西）護岸工事（特定都市河川（河川改修）他）
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
３０
ｍ
、
大
型
張
り
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
＝

２
２
４
㎡
、
間
地
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
Ａ
＝
１
１
６

㎡
、
嵩
上
げ
擁
壁
Ｖ
＝
７
㎥

施工：松好建設株式会社
　　　　代表取締役　松本　好清

高市郡明日香村岡580
　TEL 0744－54－2659

寺川橋梁下部工事（特定都市河川（河川改修）他）
・�

工
事
延
長
Ｌ
＝
１９
ｍ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

張
工
Ａ
＝
２
４
０
㎡
、
橋
台
工
Ｎ
＝
１
基

施工：株式会社 植木組
　　　　代表取締役　井前　千景

桜井市初瀬4589－1
　TEL 0744－47－7537

　平素は、県行政にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。中
和土木管内は２市４町１村で形成され、約23万人の方がお住まいに
なっています。面積は県土の僅か約６％ですが、市街地から山間まで
多様な地形を有しています。このため、道路、河川、砂防等種々のインフ
ラ整備やメンテナンスに取り組んでいるところです。
　まず、道路事業におきましては、骨格幹線道路の改築である一般国
道169号高取ＢＰ、御所高取ＢＰ、結崎田原本線結崎～三河工区の整
備を進めており、桜井吉野線百市工区は３月20日に部分供用します。
その他、桜井市とまちづくり連携協定を締結して進めている三輪山線
の参道整備、広域周遊自転車道である大和青垣吉野川自転車道線の

整備などを進めています。また、通学路の安全対策や、歩道の段差解消などの道路環境整備や、
橋梁や歩道橋のメンテナンス、トンネル照明のＬＥＤ化工事にも取り組んでいます。
　次に、河川事業については、管内北西部に向けて流れる大和川には管理河川の多くが流れ込
み、これまでにたびたび浸水被害等が発生している事から、河川改修にも力を入れています。具
体的には、令和3年12月に特定都市河川に位置づけられた、大和川、曽我川、飛鳥川、寺川、米川
を重点的に進めると同時に、河川断面を阻害する堆積土砂の除去も機動的に行っているところ
です。
　また、砂防関係事業については、急傾斜地での対策工事や砂防堰堤の工事に加え、土砂災害
基礎調査に基づく土砂災害警戒区域等の指定や周知についても進めているところです。
　公共事業の推進には、これからも地域の皆様、建設業関係各位のご理解とご協力が不可欠で
す。今後も、安全、安心を支える社会資本整備に邁進して参りますので、よろしくお願い致します。

〈主要事業〉
■一般国道169号高取バイパス　道路改良工事
■一般国道１６９号高取バイパス　トンネル照明設備工事
■天理王寺線　結崎工区　函渠工事
■石ヶ谷　砂防堰堤工事
■三輪山線　電線共同溝工事
■県営住宅桜井団地　第2期造成工事
■桜井吉野線　百市工区　舗装工事
■寺川　橋梁下部工事
■一般国道165号　災害復旧工事
■曽我川（川西・松塚）　護岸工事
■一般国道165号　舗装補修工事
■ 明日香大和郡山自転車道線　コンクリート擬木防止柵

設置工事

県中和土木事務所
所長 大久保  博

地域の活性化と安全・安心を支える事業の推進地域の活性化と安全・安心を支える事業の推進 令和5年度

事業特集
中和土木事務所
〒6 3 4 - 0 0 0 3 　 橿 原 市 常 盤 町 6 0 5 ― 5
TEL0744-48-3070 FAX0744-48-3134
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参加者による記念撮影、安全対策の徹底を誓った参加者による記念撮影、安全対策の徹底を誓った

パトロール終了後、協会 3階で講評会を行ったパトロール終了後、協会 3階で講評会を行った

　奈良県中南和建設業協会（𠮷井久尚会
長）の安全衛生パトロールが13日、香芝
市内の現場で行われ、安全対策の徹底と
安全意識の更なる向上を呼びかけた。パ
トロールには、同協会の𠮷井会長、岡田
聡、市山慎一両副会長ら役員13名が参
加。葛城労働基準監督署から安全衛生課
の榎俊太郎課長、奈良県高田土木事務所
から奥田幸司所長、清嶋崇仁主幹、𠮷田
尚起計画調整課長、中川和俊工務課長が
参加した。
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私 た ち は 地 域 社 会 の 発 展 に 努 め ま す私 た ち は 地 域 社 会 の 発 展 に 努 め ま す
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